
政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位
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後期基本計画 令和元年度 基本施策方針評価書

０４ ひとにやさしく安全・安心で活力あふれるまち
０６ 効率的な汚水処理施設の整備・維持管理

下水道課長  古前田　聡

１．基本施策の令和元年度までの実現状況を明らかにする

公共下水道事業と浄化槽設置整備補助事業の両輪で、効果的、経済的に汚水施設整備を推進し、適正に管理されているとと

もに、今後下水道施設を長期安定的に運営するために必要な経営方針や施設の計画的更新の骨子が明らかになっています。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮 水洗化率

1 ら 84.5 83.1 84.9 85.8 85.8 Ｄ
％ 85

し 83.3 - - - - △212.5

幸 滝沢市に愛着がある人の割合

2 76 77 79 80 80 Ｄ
％ 69.2

福 69.1 - - - - △0.9

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

04060100 環境にやさしく快適な下水道の整備
暮

水洗化率
1 ら

84.5 83.1 84.9 85.8 85.8 Ｄ
し ％ 85

83.3 - - - - △212.5

04060200 下水道経営基盤の充実
暮

経営資本営業利益率
2 ら

△0.7 △0.6 △0.5 △0.4 △0.4 Ａ
し ％ △0.51

△0.4 - - - - 100.0



り

ます。

【引継課題】

・

組

災害や突発的な大規模

み

修繕に備えた資金力の

と

強化

・将来まで安定し

方

た汚水処理を実現する

針

ための対応

・計画区域

に

見直し後の確実な下水

つ

道整備と浄化槽整備区

い

域の設定

ての達成（実現）状況

(１) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(２) 政策との関連性から基本施策の見直し

４．基本施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする
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２．基本施策の実現に向けての令和元年度までの取り組み状況を分析する

Ｂ 概ね達成した

・小岩井北、巣子第二、滝沢駅前処理分区で下水道管渠の整備、合併処理浄化槽設置に係る助成及び融資あっせんにより汚

水処理を推進しました。また、鵜飼西分区で取付管の更新・更生工事を実施しました。

・マンホール蓋の交換を実

政

施し、汚水管への雨水

 

等の侵入を防止するな

 

ど不明水対策を実施し

 

ました。

・アセットマ

 

ネジメント策定のため

策

の基本方針を定めまし

:

た。

(２) 基本施策

基

内の取り組みと方針の

本

うち、令和元年度の重

施

点課題の達成（実現）

策

状況
Ｂ 概ね達成した

【

:

重点課題】

下水道使用

主

料等の確実な収納、経

管

費及びコストの縮減、

課

整備計画等の変更に向

長

けた調査の実施。

【重

職

点課題に対応した達成

・

状況】

・臨戸徴収や催

氏

告状等の発行など滞納

名

処理を実施しました。

関

・経費比較による工事

係

コストの削減に取組み

課

ました。

・費用対効果

長

の再算定により、整備

職

計画区域の状況を把握

・

しました。

３．基本施

氏

策の実現に向けての令

名

和元年度実施後での変

(

化を認識する

Ｂ 社会環

１

境変化あり

・汚水管、

)

マンホール蓋など汚水

 

処理設備の老朽化

・令

基

和7年期限である汚水

本

処理施設整備の10年

施

概成

・市街化区域外整

策

備地区における公共下

目

水道への接続率の低迷

標

・新型コロナウイルス

の

感染症による下水道使

達

用料及び下水道整備（

成

工事等）への影響

Ａ 必

（

要なし

政策達成のため

実

、引続き同一内容の基

現

本施策の実施が必要で

）

あるため、見直しの必

に

要はありません。

(１

向

) 令和 3年度方針

け

策定に際し、今後の方

た

向性や引継課題
Ｂ 課題

計

あり

【今後の方向性】

画

引き続き効率的な汚水

期

処理の実現に向け、事

間

業実施の効率性、経済

内

性及び採算性について

の

検証し、加速度的に進

取

む施設の老

朽化に備え
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(２)所管施策別事業実績表

No 施    策    名
計画額 実績額 比較 (%)
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04060100  環境にやさしく快適な下水道の整備
1

688,772 590,145 △14.3

04060200  下水道経営基盤の充実
2

728 166 △77.2

04069000  【4-6 基本施策目標値入力用】
2

0 0 0.0


